
 会議報告書                         令和３年２月９日  

部 会  記念事業部会 部会長   石嶋政博 

 

（１）概要 

議 題 「（仮称）峰高エリア 100」整備の WS 開催に関するルーツスタッフとの面談協議 

日 時 
令和 3 年 2 月 4 日 午前 9 時 30 分～午前 10 時 45 分 

令和 3 年 2 月 8 日 午前 11 時～午後 0 時 15 分 

場 所 
ルーツ（京丹後市未来チャレンジ交流センター） 

峰高家庭経営室 

出席者 

2/4：石嶋・田﨑・本城・今田事務局長・川渕・稲本・能勢・小林・坂田・大垣 

2/8：石嶋・田崎・今田事務局長・松下事務長・井上先生・川渕・稲本・能勢・小林・坂

田・大垣 

 

（２）会議内容 

・コロナ感染予防の緊急事態宣言が 2/7 では解除にならないことから、井上先生から WS の手法に

ついて協議したところ、リモートであれば 2/10 でも可能とのこと 

・WS の開催を先延ばしにすることも考えられるが、募金案内や整備設計を考えると、第 1 回目は

在校生との意識づくりが中心になるので可能な手法で開催を目指す。 

・100 周年実行委員会として協力者へのお礼も含めて、今田事務局長に協議に同席いただくことと

なったことを紹介 

・スタッフのみんなが家庭経営室を見ないとイメージが沸きにくいので見学会の日程など協議 

 

（３）意見交換内容 

2/4 意見交換 

〇事前に生徒さんとの面識があってＷＳの先導役に能勢さんと稲本さんにリモート会場に同席する

ことを学校側の了解を得ていただきたい。 

〇参加生徒数により 3～4 グループに分かれてリモートの機材などは。家庭経営室にはプロジェク

ターと WIFI 環境があり、生徒は学校のタブレットがある。 

〇1 時間の時間配分は川渕氏から提案（ｵﾘｴﾝﾃｰﾘﾝｸﾞ・趣旨説明・意見交換・まとめと次への布石） 

〇1 回目は生徒の様々な思いや意見の聞き取りを主。2 回目には生徒の「やりたいこと」から整備

内容などにつなげる。この WS が生徒会役員の中で話合いの課題にしてもらえるようにできれば。 

〇事前に生徒会役員へＷＳの目的などを話した際に、学校生活を楽しむ機会と捉えている子や欲し

い物品を挙げたり、運営など仕組みに興味を持つ子など様々。 

〇段階的に出来ることとできないことの判断をすることは必要 

〇生徒の自主性を持ってエリアの運営に「治外法権」のような運営や「在校生のより楽しい高校生

活を送る場所整備」を募金で叶えることですね 

〇高校生活の中で規則にとらわれない自主的な場所の運営手法などの意識づくりができると、同窓

生からも共感が有られるのでは。 

〇同窓会としては、整備費用は募金が原資となるので今年の案内に具体的な事業内容を開催して募

金につなげたい。 

〇案内状の発送日によるが、今回の WS 開催で在校生と一緒に整備を進めることをアピールして段

階的な広報を続けるようにしていただければ 

〇整備費には募金が原資なので、設計に基づいて募金額との調整は必須。 

〇家庭経営室の見学日を 2/8 の午前 11時として、見学後に本番の準備など最終的な打ち合わせをし

ましょう。 

〇今田事務局長さんよりスタッフ皆さんへお礼 

〇新聞社等への連絡の有無は稲本さんから ROOTS の活動として連絡は可能。実行委員会サイドか

らの案内では募金目当てと捉えられるので改めてお願いする。 

〇若い同窓生の募金にはクラウドファンディングサイトを持って対応すれば 

〇募金手法として検討したが経費が掛かるようだったので振込のみとなった経過あるが、経費が掛

からないのであれば有効だが・・？ 



2/8（家庭経営室の見学後の意見交換） 

〇松下事務長より、緊急事態宣言中であるのでグループ討議などを学校でも控える方向であるので

リモートの手法には配慮と参加生徒の了解などをお願いしたい。 

〇学校の会場と ROOTS 事務所と探究舎事務所の 3 会場で生徒のグループに応じて大人グループも

分かれることとする。機材の PC やタブレットの準備が必要 

〇WS の際に意見を書き込むポストイットや模造紙、ペンを明日中には持参する。またタブレット

は当日持参する 

〇タブレットに着けるマイク付きイヤホンが 100 円均一であるので、消耗品として購入したいので

経費負担をお願いする（了解する） 

〇能勢さんに最終的な参加生徒数や学校側からリモート手法について了解をいただいて、本番に臨

みましょう。 

〇家庭経営室のプロジェクターで投影してグループ毎の意見まとめをする 

2/9 事前協議内容 

〇生徒会の 1 年生 10 名の参加で 2 グループに分かれて、参加生徒には学校のタブレットにマイク

付きイヤホンでリモートを実施 

〇ROOTS 事務所では川渕氏が別の場所からであるが大人グループのホスト役、探究舎会場は坂田

氏にホスト役をお願いする。部会員もそれぞれの会場に参加してもらう。探究舎会場は田崎君をチ

ーフに本城さん、ROOTS 事務は私と今田事務局長が同席とする 

〇当日の各種準備に午後 2 時に関係者集合して行うこととなる。 

 

（４）備考 

 


